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　皆さまには平素より紀陽銀行をはじめ紀陽フィナンシャルグルー
プをお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。

　さて、このたび、すべてのステークホルダーの方々に当行に対する
ご理解を一層深めていただくため、「2022年9月期ミニ・ディスク
ロージャー誌」を作成いたしました。当行の最近の取り組みや業績
などをまとめておりますので、ご高覧いただければ幸いに存じます。

　新型コロナウイルス感染症の収束が見通せないことに加え、不透
明なウクライナ情勢や急速な円安、資源価格の高騰など、私ども
地域金融機関におきましてもその影響は予断を許さない状況が
続いています。加えて、デジタライゼーションの加速やカーボンニュー
トラルの実現など、新たな社会構造が形成されつつあるなかで、
あらゆる課題に取り組んでいかなければなりません。

　また、このような不透明な情勢が継続するなか、紀陽フィナン
シャルグループが思い描く「将来の姿」をステークホルダーの方々に
明確にお示しする必要性が高まっていると感じ、本年８月に長期
ビジョン「お客さまとの価値共創と企業変革への挑戦を続け、人が
未来を創造する地域金融グループとなる」を策定しました。

　この長期ビジョンのもと、昨年４月より進めている第６次中期
経営計画のコミットメントである「どんな課題にも本気で向き合い、
お客さまの期待をこえる銀行となる」を実現すべく、紀陽フィナン
シャルグループが一体となって、地元地域のお客さまへの本業支援や
成長支援を通じた価値共創に取り組み、地域での圧倒的な存在感
を発揮する地域金融グループを目指してまいります。

　「地域社会の繁栄に貢献し、地域とともに歩む」という当行グループ
の経営理念に基づき、これまで当行を支えていただいた方々への
「感謝」を忘れることなく、全役職員一丸となってサステナブル社会の
実現に貢献してまいりますので、今後とも変わらぬご支援、ご愛顧を
賜りますよう心よりお願い申しあげます。

2022年12月　

ごあいさつ

※本冊子に記載している計数は、原則として単位未満を切り捨てて表示しています。写真：高野龍神スカイラインからの眺め
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「お客さまとの価値共創と企業変革への挑戦を続け、
人が未来を創造する地域金融グループとなる」

地域社会の繁栄への貢献は、紀陽フィナンシャルグループ
としても変わることのない責務です。急激な社会の変化に
合わせて地域金融機関が常に変革を求められる現代に
おいても、安定した財務基盤だけでなく、グループガバ
ナンスの強化や時代の変化への適応力などが必要である
ことから、従前からの紀陽銀行の経営理念を紀陽フィナン
シャルグループの経営理念としました。

地域のお客さまの持続的な成長や発展を全力でご支援し、ともに
新しい価値を創造することで地域経済の繁栄に貢献する

従来店舗より、ロビーや駐車場を広くし、地域住民の皆
さまにより快適にご利用いただける店舗を目指します。

2022年10月10日、勘定系システムをBIPROGY株式
会社が提供するパブリッククラウドを活用したフルバンキ
ングシステム「BankVision on Azure」へ移行しました。
移行するクラウド環境はIaaSサービスであり、「高い
柔軟性」「拡張性」および「コスト優位性」を実現し、これに
より金融サービスの高度化を図ってまいります。

松江支店を敷地内に新築移転し、９月５日より新店舗にて
営業を開始しました。

2022年8月、紀陽フィナンシャルグループの長期的に
目指すあるべき姿として「長期ビジョン」を策定しました。

紀陽フィナンシャルグループ
長期ビジョンを策定

勘定系システムの
パブリッククラウドへの移行

松江支店が移転オープン！

和歌山県和歌山市松江北二丁目１番４号

窓口（平日） 9：00～15：00
ATM（平日・土・日・祝） 7：00～21：00

所在地

当行の勘定系システムのロードマップイメージ

営業日・営業時間

紀陽フィナンシャルグループ　経営理念の改定

お客さまとの価値共創

堅実経営を続けていくために時代の変化に順応できる企業文化を醸
成し、絶えず変革に挑戦することができるたくましい企業に成長する

企業変革への挑戦

紀陽の重要な経営資本である役職員一人ひとりの多様な能力や才能
が最大限発揮される環境を整え、個の成長や活躍により地域の未来を
創造する

人が未来を創造

～長期ビジョンに込めた想い～

経 営 戦 略

役職員の行動指針
大切にする価値観

長期的に目指す
あるべき姿

理 念

● 基本方針
「地域における圧倒的な存在感の発揮とグループ機能の最大化」　

● コンセプト
第６次中期経営計画

地域社会の繁栄に貢献し、地域とともに歩む　
堅実経営に徹し、たくましく着実な発展をめざす

経営理念

長期ビジョン

お客さまとの価値共創と企業変革への挑戦を続け、
人が未来を創造する地域金融グループとなる

● 経営の基本姿勢
● 紀陽フィナンシャルグループの誓い
● 行動憲章
● 役職員規範

● お客さまの期待をこえる
● 銀行という枠をこえる 
● 地域の壁をこえる

銀行をこえる銀行へ

中小企業向け貸出を起点としたビジネスモデルの追求によりグループ一体で地元
企業のバリューチェーンのすべての領域に関わり価値共創する総合金融グループ

～お客さまの期待や地域の壁をこえ、
　銀行という枠をこえることを目指します。

付加価値型
バンキングサービス

BankVision基盤
（物理サーバ）

将来構想（検討中）

今回

現行

進
化・成
長
軸

時間軸

クラウド

クラウド(IaaS)
✓ サービス利用型の追求

（従量・変動型コスト体系の実現）
✓ ビジネス創出の加速

（クラウドサービスの積極的な利用）
✓ スケーラビリティの確保

（拡張性・柔軟性の向上）

デジタル
サービス

機能
×

データ活用プラットフォーム

Azure

BankVision
on Azure

Azure

オンプレミス

VM VM VM

BankVision on Azure
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預金等地域別構成預金等残高（単体）

貸出金地域別構成

（2022年9月末現在）

（2022年9月末現在）

中小企業・個人のお客さまへの融資の状況

（2022年9月末現在）

35.7%

70.5%

74.8%

53.7%

28.0%

0

20,000

25,000

単位：億円
30,000

※中小企業等貸出金とは、資本金3億円（ただし、卸売業は1億円、小売業、飲食業、物
品賃貸業等は5千万円）以下の会社または常用する従業員が300人（ただし、卸売業、
物品賃貸業等は100人、小売業、飲食業は50人）以下の会社および個人への貸出金
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単位：億円
40,000

単位：億円
50,000

2022年9月末2021年9月末2020年9月末

2020年9月末 2022年9月末2021年9月末

2020年9月末 2022年9月末2021年9月末

その他
個人

公共関連
消費者ローン
事業性貸出

29,835

14,127

30,903

14,345

0

20,000

10,000

40,000

30,000

31,489

45,97245,248

33,729

43,962

14,482

0

10,000

20,000

30,000
32,227

10,189

貸出金残高（単体）

中小企業等貸出金残高（単体）

4,391

45,972億円

35,119億円

26,299億円

大阪府
12,531億円

18,845億円

和歌山県

中小企業・個人
26,299億円

17,647

10,921

4,470

18,337

35,119

11,574

4,369

19,175

大阪府
12,879億円

和歌山県
32,415億円

26,299
23,594

25,092

大企業・中堅企業
13.0％ 
4,567億円

地方公共団体
12.2％ 
4,252億円

奈良県・東京都
10.6％ 
3,742億円

奈良県・東京都・
インターネット
1.5％ 
677億円
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2022年9月期2021年9月期2020年9月期
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62

「顧客向けサービス業務利益」については「銀行の本業で稼
ぐ力」を示した重要な指標であると認識しており、当行は「顧
客向けサービス業務利益」の増強に注力していきます。

0

20

60

40

80
単位：億円

2022年3月末2021年9月末 2022年9月末

40

67

10.66

11.07

※顧客向けサービス業務利益
　＝貸出金平残×預貸金利回差×期中日数÷365+役務取引等利益ー営業経費

業務粗利益 税金
物件費
人件費

コア業務純益 経常利益 中間純利益

単位：億円
300

0

200

100

156

60

84

65

12

88

65

12

85

2021年9月期2020年9月期 2022年9月期

2021年9月期2020年9月期 2022年9月期

単位：億円
150

単位：％
12.00

11.00

10.00

9.000

100

50

270

166

227

88

123

101

67
79

110

130

85

163

112

コア業務純益・経常利益・中間純利益（単体）

顧客向けサービス業務利益

自己資本比率（連結）

業務粗利益・経費（単体）

262

11

227億円 156億円

経費（単体）業務粗利益（単体）

123億円

経常利益（単体）

88億円

中間純利益（単体）

112億円

コア業務純益（単体）
自己資本比率（連結）

11.07％

67億円

顧客向けサービス
業務利益

10.82
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単位：百万円 単位：百万円

（負債の部）
科　目 金　額

（資産の部）
科　目 金　額

（2022年9月30日現在）
第213期中  中間連結損益計算書

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（2022年4月1日から2022年9月30日まで）

科　目 金　額

（純資産の部）

第213期中  中間連結貸借対照表

現金預け金
買入金銭債権
商品有価証券
金銭の信託
有価証券
貸出金
外国為替
その他資産
有形固定資産
無形固定資産
退職給付に係る資産
繰延税金資産
支払承諾見返
貸倒引当金

資産の部合計

預金
譲渡性預金
売現先勘定
債券貸借取引受入担保金
借用金
外国為替
その他負債
退職給付に係る負債
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
繰延税金負債
支払承諾
負債の部合計

資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
株主資本合計
その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
退職給付に係る調整累計額
その他の包括利益累計額合計
新株予約権
非支配株主持分
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

経常収益
資金運用収益
　（うち貸出金利息）
　（うち有価証券利息配当金）
役務取引等収益
その他業務収益
その他経常収益
経常費用
資金調達費用
　（うち預金利息）
役務取引等費用
その他業務費用
営業経費
その他経常費用
経常利益
特別損失
税金等調整前中間純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計
中間純利益

非支配株主に帰属する中間純利益
親会社株主に帰属する中間純利益 

（　　　　）
（　　　　）

（　　　　）

1,122,193
0

38
9,376

898,239
3,497,148

2,715
55,573
33,937
4,003

27,342
7,286
7,275

△29,106

5,636,025

4,528,627
47,130
7,205

176,535
590,203

255
52,134

29
488
377
322

7,275
5,410,586

80,096
1,722

157,550
△3,308
236,060

△20,109
648

7,038
△12,421

90
1,709

225,438
5,636,025

22,985
17,251
4,923
8,293
5,570
5,872

1,353
56

2,546
8,100

15,703
1,965

3,418
297

42,720

29,669

13,051
14

13,036

3,715
9,320

12
9,307

連結子会社
・紀陽ビジネスサービス株式会社
・紀陽パートナーズ株式会社
・阪和信用保証株式会社
・紀陽リース・キャピタル株式会社

・紀陽キャピタルマネジメント株式会社
・株式会社紀陽カード
・株式会社紀陽カードディーシー
・紀陽情報システム株式会社
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紀陽銀行（単体）

第213期中  中間貸借対照表
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単位：百万円 単位：百万円

現金預け金
買入金銭債権
商品有価証券
金銭の信託
有価証券
貸出金
外国為替
その他資産
有形固定資産
無形固定資産
前払年金費用
繰延税金資産
支払承諾見返
貸倒引当金

資産の部合計

（負債の部）
科　目 金　額

（資産の部）
科　目 金　額

（2022年9月30日現在）
第213期中  中間損益計算書

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（2022年4月1日から2022年9月30日まで）

経常収益
資金運用収益
　（うち貸出金利息）
　（うち有価証券利息配当金）
役務取引等収益
その他業務収益
その他経常収益
経常費用
資金調達費用
　（うち預金利息）
役務取引等費用
その他業務費用
営業経費
その他経常費用
経常利益
特別損失
税引前中間純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計
中間純利益

科　目 金　額

（　　　　）
（　　　　）

（　　　　）

23,001
17,265
4,926
7,085
2,326
5,797

1,353
56

2,931
5,327
14,625
1,615

3,169
332

（純資産の部）

1,122,146
0
38

9,376
903,065
3,511,991

2,715
32,069
33,609
3,790
17,229
9,813
7,275

△26,266

5,626,855

38,210

25,853

12,356
14

12,342

3,501
8,840

預金
譲渡性預金
売現先勘定
債券貸借取引受入担保金
借用金
外国為替
その他負債
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
再評価に係る繰延税金負債
支払承諾
負債の部合計

資本金
資本剰余金
　資本準備金
利益剰余金
　利益準備金
　その他利益剰余金
　　繰越利益剰余金
自己株式
株主資本合計
その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
土地再評価差額金
評価・換算差額等合計
新株予約権
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

4,540,081
57,130
7,205

176,535
590,203

255
41,082
488
377
3

7,275
5,420,640

80,096
259
259

148,922
8,043

140,879
140,879
△3,301
225,977
△20,508

648
7

△19,852
90

206,215
5,626,855
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発行済株式総数

株主名簿管理人

単元未満株式をお持ちの皆さまへ

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

株主総数

大株主の状況

所有者別株式分布 （2022年9月30日現在）

株主還元方針

普通株式 株６７，３００，０００

普通株式 名１５，２２８

　届出住所・姓名などの変更、配当金の振込先の指定
または変更につきましては、口座開設されている証券
会社（証券会社に口座開設されていない株主さまは、左
記の三菱UFJ信託銀行株式会社大阪証券代行部）へ届
け出ください。

　1単元（100株）未満の株式を保有されている株主さまは、
保有株式の買い取り請求または単元株への買い増し請求を
していただくことができます。詳細につきましては、左記〈株式
事務取扱場所（三菱UFJ信託銀行株式会社大阪証券代行部）〉
までお問い合わせください。

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。こうした
記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を
内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、見通
しと異なる可能性があることにご留意ください。

なお、お手続きに必要な書類等については、下記のホー
ムページにお入りいただき、検索することができます。

　地域金融機関としての公共性に鑑み、長期的に安定した
経営基盤の確保や財務体質強化を目的とする適切な内部
留保蓄積と、株主還元強化の両立を目指し、株主還元を行う
こととし、株主還元率は、配当と自己株式の取得を合わせ、
３０％以上とする方針としています。

金融商品取引業者12.7%

23.0%

25.1%

38.0%

1.2%

外国法人等

金融機関

個人・その他

その他の法人
（追記）

株式事務取扱場所
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社大阪証券代行部
電話　0120－094－777（通話無料）

1. 持株数等は、千株未満を切り捨てて表示しています。
2. 持株比率は、発行済株式の総数から自己株式数（1,621,331株）を

控除して算出し、小数点第3位以下を切り捨てて表示しています。

三菱UFJ信託銀行HP
https://www.tr.mufg.jp/daikou/

持株比率
（％）

持株数等
（千株）株 主 名

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
株 式 会 社日本カストディ銀 行（ 信 託 口 ）
紀陽フィナンシャルグループ従業員持株会
ＤＦＡ ＩＮＴＬ ＳＭＡＬＬ ＣＡＰ ＶＡＬＵＥ ＰＯＲＴＦＯＬＩＯ
明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社
株 式 会 社 ヤ マ ヨ テ ク ス タ イ ル
ＳＴＡＴＥ ＳＴＲＥＥＴ ＢＡＮＫ ＷＥＳＴ ＣＬＩＥＮＴ － ＴＲＥＡＴＹ ５０５２３４
ＪＰ ＭＯＲＧＡＮ ＣＨＡＳＥ ＢＡＮＫ ３８５７８１
ＳＴＡＴＥ ＳＴＲＥＥＴ ＢＡＮＫ ＡＮＤ ＴＲＵＳＴ ＣＯＭＰＡＮＹ ５０５２２３
株 式 会 社 島 精 機 製 作 所

13.03
3.52
3.20
1.87
1.53
1.49
1.30
1.20
1.13
1.12

8,561
2,313
2,107
1,229
1,007

983
858
794
746
741

（2022年9月30日現在） 

（注） 

株式に関する各種お手続き


